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♯１ 性状：pH7.8，電気伝導度17mS cm??，蒸発残留物54g kg??，全窒素3.1g kg??，全炭素21g kg??，アンモニウム態窒素1.4
g kg??，全リン0.78g kg??，全カリウム3.4g kg??，全カルシウム1.2g kg??，全マグネシウム0.47g kg??，（2003年秋，2004
年春，2004年秋，2005年春の平均値）であった??。
♯２ 化学肥料の名称と成分等 かくさん206／登録番号 生第58634号／肥料の種類 化成肥料／肥料の名称 中日本草地用苦土入り
尿素高度化成206／保証成分量％ 窒素全量12.0（内アンモニア性窒素8.0），く溶性りん酸10.0（内水溶性りん酸6.0），く溶性
加里4.0（内水溶性加里2.0）／原料の種類（窒素全量を保証する原料）尿素
♯３ リン肥料の名称と成分等 20.0熔成りん肥／登録番号 輸第5853号／肥料の種類 熔成りん肥／保証成分量％ く溶性りん酸
20.0，アルカリ分45.0，く溶性苦土12.0，可溶性けい酸20.0
♯４ 薬剤の名称と散布方法等 ハーモニー75Ｄ水和剤／輸入販売元 デュポン株式会社／成分 チフェンスルロンメチル水和剤，界面
活性剤／希釈倍率 水100Lに対して本剤3gを希釈（10aあたり）／散布量 約300L























































































































































































































































































































































８)SPSS: SigmaStat 2.0 for Windows User’s
 










無施用区ａ 堆肥区ａ 消化液区ａ 化肥区ａ 堆肥区ｂ 消化液区ｂ 化肥区ｂ 無施用区ｂ 平均値 有意差?
斜面最上部 36 32 42 39 34 25 36 27 33.9 －
斜面上部 37 30 29 26 27 33 29 35 30.8 －
斜面中部 30 33 33 30 33 40 31 36 33.3 －
斜面下部 27 29 36 32 27 27 29 32 29.9 －
斜面最下部 31 29 32 28 28 31 30 31 30.0 －
平均値 32.2 30.6 34.4 31.0 29.8 31.2 31.0 32.2 31.55
有意差? － － － － － － － －
♯ 二元分散分析において，有意性が認められた要因に対して，Tukeyの多重比較の結果を示した。同符号間には有意差がないことを示す。
付表2 深さ2.5cmにおける硬度（mm）。各地点の値は，測定反復⑸の中央値である。
無施用区ａ 堆肥区ａ 消化液区ａ 化肥区ａ 堆肥区ｂ 消化液区ｂ 化肥区ｂ 無施用区ｂ 平均値 有意差?
斜面最上部 22 26 22 23 26 26 28 29 25.3 －
斜面上部 29 25 29 18 22 24 25 25 24.6 －
斜面中部 31 16 25 25 27 24 21 22 23.9 －
斜面下部 26 21 24 25 24 20 24 27 23.9 －
斜面最下部 25 25 29 22 29 26 27 22 25.6 －
平均値 26.6 22.6 25.8 22.6 25.6 24.0 25.0 25.0 24.7
有意差? － － － － － － － －
♯ 二元分散分析において，有意性が認められた要因に対して，Tukeyの多重比較の結果を示した。同符号間には有意差がないことを示す。
付表3 深さ5.0cmにおける硬度（mm）。各地点の値は，測定反復⑸の中央値である。
無施用区ａ 堆肥区ａ 消化液区ａ 化肥区ａ 堆肥区ｂ 消化液区ｂ 化肥区ｂ 無施用区ｂ 平均値 有意差?
斜面最上部 27 26 25 25 27 23 28 28 26.1 ab
斜面上部 31 28 28 27 24 24 25 27 26.8 ab
斜面中部 30 22 24 25 28 21 23 21 24.3 ｂ
斜面下部 31 27 25 29 25 25 26 27 26.9 ab
斜面最下部 29 29 28 27 29 28 27 23 27.5 ａ
平均値 29.6 26.4 26.0 26.6 26.6 24.2 25.8 25.2 26.30
有意差? a  ab  ab  ab  ab  b  ab  b
♯ 二元分散分析において，有意性が認められた要因に対して，Tukeyの多重比較の結果を示した。同符号間には有意差がないことを示す。
付表4 深さ10cmにおける硬度（mm）。各地点の値は，測定反復⑸の中央値である。
無施用区ａ 堆肥区ａ 消化液区ａ 化肥区ａ 堆肥区ｂ 消化液区ｂ 化肥区ｂ 無施用区ｂ 平均値 有意差?
斜面最上部 25 26 24 24 23 25 25 26 24.8 ab
斜面上部 31 29 25 25 24 24 24 27 26.1 ab
斜面中部 30 22 24 23 25 25 23 21 24.1 ｂ
斜面下部 31 25 25 27 25 23 25 26 25.9 ab
斜面最下部 29 29 26 28 25 26 26 26 26.9 ａ
平均値 29.2 26.2 24.8 25.4 24.4 24.6 24.6 25.2 25.55
有意差? a  ab  b  b  b  b  b  b
♯ 二元分散分析において，有意性が認められた要因に対して，Tukeyの多重比較の結果を示した。同符号間には有意差がないことを示す。
付表5 深さ15cmにおける硬度（mm）。各地点の値は，測定反復⑸の中央値である。
無施用区ａ 堆肥区ａ 消化液区ａ 化肥区ａ 堆肥区ｂ 消化液区ｂ 化肥区ｂ 無施用区ｂ 平均値 有意差?
斜面最上部 28 26 24 23 23 25 23 25 24.6 ab
斜面上部 27 29 26 23 22 25 23 25 25.0 ab
斜面中部 28 22 26 22 24 25 23 22 24.0 ｂ
斜面下部 29 27 25 26 25 25 26 24 25.9 ab
斜面最下部 28 28 27 27 27 24 24 26 26.4 ａ
平均値 28.0 26.4 25.6 24.2 24.2 24.8 23.8 24.4 25.18
有意差? a  ab  ab  b  b  b  b  b
♯ 二元分散分析において，有意性が認められた要因に対して，Tukeyの多重比較の結果を示した。同符号間には有意差がないことを示す。
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付表6 深さ20cmにおける硬度（mm）。各地点の値は，測定反復⑸の中央値である。
無施用区ａ 堆肥区ａ 消化液区ａ 化肥区ａ 堆肥区ｂ 消化液区ｂ 化肥区ｂ 無施用区ｂ 平均値 有意差?
斜面最上部 26 26 25 24 25 25 23 24 24.8 －
斜面上部 27 27 23 22 20 23 23 24 23.6 －
斜面中部 27 20 25 22 24 22 23 21 23.0 －
斜面下部 30 27 24 22 23 24 26 24 25.0 －
斜面最下部 25 25 26 22 23 22 24 24 23.9 －
平均値 27.0 25.0 24.6 22.4 23.0 23.2 23.8 23.4 24.1
有意差? a  ab  ab  b  b  b  ab  b
♯ 二元分散分析において，有意性が認められた要因に対して，Tukeyの多重比較の結果を示した。同符号間には有意差がないことを示す。
付表7 深さ0.0-5.0cmにおける容積重（Mg/m?）。各地点の値は，100mL土壌コア２個分から求めた値（反復数１）である。
無施用区ａ 堆肥区ａ 消化液区ａ 化肥区ａ 堆肥区ｂ 消化液区ｂ 化肥区ｂ 無施用区ｂ 平均値 有意差?
斜面最上部 1.33 1.24 1.12 1.20 1.25 1.29 1.29 1.24 1.25 －
斜面上部 1.30 1.26 1.08 1.16 1.15 1.10 1.21 1.31 1.20 －
斜面中部 1.33 0.98 1.21 1.22 1.26 1.25 1.19 1.23 1.21 －
斜面下部 1.33 1.33 1.21 1.31 1.16 1.18 1.22 1.23 1.25 －
斜面最下部 1.23 1.18 1.26 1.30 1.13 1.18 1.22 1.25 1.22 －
平均値 1.30 1.20 1.18 1.24 1.19 1.20 1.23 1.25 1.223
有意差? － － － － － － － －
♯ 二元分散分析において，有意性が認められた要因に対して，Tukeyの多重比較の結果を示した。同符号間には有意差がないことを示す。
付表8 深さ2.5-7.5cmにおける容積重（Mg/m?）。各地点の値は，測定反復⑶の平均値である。
無施用区ａ 堆肥区ａ 消化液区ａ 化肥区ａ 堆肥区ｂ 消化液区ｂ 化肥区ｂ 無施用区ｂ 平均値 有意差?
斜面最上部 1.35 1.23 1.25 1.26 1.36 1.38 1.24 1.35 1.30 －
斜面上部 1.40 1.34 1.31 1.35 1.30 1.17 1.31 1.35 1.32 －
斜面中部 1.36 1.22 1.19 1.35 1.30 1.29 1.14 1.27 1.27 －
斜面下部 1.35 1.44 1.35 1.36 1.35 1.27 1.29 1.36 1.35 －
斜面最下部 1.32 1.36 1.38 1.36 1.33 1.28 1.29 1.35 1.33 －
平均値 1.36 1.32 1.30 1.34 1.33 1.28 1.25 1.34 1.313
有意差? － － － － － － － －
♯ 二元分散分析において，有意性が認められた要因に対して，Tukeyの多重比較の結果を示した。同符号間には有意差がないことを示す。
付表9 深さ7.5-12.5cmにおける容積重（Mg/m?）。各地点の値は，100mL土壌コア２個分から求めた値（反復数１）である。
無施用区ａ 堆肥区ａ 消化液区ａ 化肥区ａ 堆肥区ｂ 消化液区ｂ 化肥区ｂ 無施用区ｂ 平均値 有意差?
斜面最上部 1.39 1.25 1.23 1.21 1.29 1.32 1.19 1.33 1.28 ab
斜面上部 1.39 1.31 1.31 1.32 1.30 1.21 1.25 1.30 1.30 ab
斜面中部 1.37 1.21 1.18 1.29 1.25 1.22 1.13 1.21 1.23 ｂ
斜面下部 1.39 1.37 1.34 1.34 1.28 1.23 1.30 1.29 1.32 ａ
斜面最下部 1.28 1.36 1.35 1.36 1.25 1.20 1.25 1.28 1.29 ab
平均値 1.36 1.30 1.28 1.30 1.27 1.24 1.22 1.28 1.283
有意差? a  ab  ab  ab  ab  b  b  ab
♯ 二元分散分析において，有意性が認められた要因に対して，Tukeyの多重比較の結果を示した。同符号間には有意差がないことを示す。
付表10 深さ15-20cmにおける容積重（Mg/m?）。各地点の値は，100mL土壌コア２個分から求めた値（反復数１）である。
無施用区ａ 堆肥区ａ 消化液区ａ 化肥区ａ 堆肥区ｂ 消化液区ｂ 化肥区ｂ 無施用区ｂ 平均値 有意差?
斜面最上部 1.33 1.28 1.30 1.19 1.22 1.25 1.20 1.24 1.25 ab
斜面上部 1.33 1.30 1.28 1.29 1.26 1.16 1.20 1.20 1.25 ab
斜面中部 1.31 1.25 1.28 1.24 1.17 1.18 1.12 1.30 1.23 ｂ
斜面下部 1.32 1.31 1.33 1.31 1.29 1.20 1.32 1.30 1.30 ａ
斜面最下部 1.30 1.30 1.38 1.26 1.21 1.23 1.23 1.22 1.27 ab
平均値 1.32 1.29 1.31 1.26 1.23 1.20 1.21 1.25 1.260




無施用区ａ 堆肥区ａ 消化液区ａ 化肥区ａ 堆肥区ｂ 消化液区ｂ 化肥区ｂ 無施用区ｂ 平均値 有意差?
斜面最上部 3.07 3.64 3.40 3.38 3.85 3.80 3.36 4.00 3.563 －
斜面上部 4.76 4.19 3.39 4.09 3.06 2.46 4.02 3.90 3.734 －
斜面中部 2.63 2.66 2.59 3.49 3.37 4.24 2.62 3.53 3.141 －
斜面下部 2.33 5.00 3.25 4.00 3.68 3.31 3.15 1.98 3.338 －
斜面最下部 3.14 4.06 3.63 4.26 4.37 3.98 3.11 4.68 3.904 －
平均値 3.186 3.910 3.252 3.844 3.666 3.558 3.252 3.618 3.5358
有意差? － － － － － － － －
♯ 二元分散分析において，有意性が認められた要因に対して，Tukeyの多重比較の結果を示した。同符号間には有意差がないことを示す。
付表12 深さ2.5-7.5cmにおける液相率（m?/m?）。各地点の値は，測定反復⑶の平均値である。
無施用区ａ 堆肥区ａ 消化液区ａ 化肥区ａ 堆肥区ｂ 消化液区ｂ 化肥区ｂ 無施用区ｂ 平均値 有意差?
斜面最上部 0.326 0.370 0.382 0.362 0.369 0.364 0.360 0.344 0.3596 －
斜面上部 0.327 0.375 0.359 0.369 0.368 0.332 0.362 0.371 0.3579 －
斜面中部 0.328 0.398 0.312 0.379 0.371 0.374 0.362 0.389 0.3641 －
斜面下部 0.318 0.377 0.355 0.347 0.391 0.402 0.387 0.395 0.3715 －
斜面最下部 0.346 0.366 0.351 0.363 0.365 0.388 0.377 0.379 0.3669 －
平均値 0.3290 0.3772 0.3518 0.3640 0.3728 0.3720 0.3696 0.3756 0.36400
有意差? b  a  ab  ab  a  a  a  a
♯ 二元分散分析において，有意性が認められた要因に対して，Tukeyの多重比較の結果を示した。同符号間には有意差がないことを示す。
付表13 深さ2.5-7.5cmにおける気相率（m?/m?）。各地点の値は，測定反復⑶の平均値である。
無施用区ａ 堆肥区ａ 消化液区ａ 化肥区ａ 堆肥区ｂ 消化液区ｂ 化肥区ｂ 無施用区ｂ 平均値 有意差?
斜面最上部 0.165 0.165 0.147 0.165 0.117 0.114 0.173 0.148 0.149 －
斜面上部 0.146 0.121 0.146 0.123 0.143 0.226 0.142 0.120 0.146 －
斜面中部 0.158 0.140 0.238 0.111 0.138 0.139 0.206 0.132 0.158 －
斜面下部 0.173 0.081 0.136 0.139 0.101 0.118 0.127 0.094 0.121 －
斜面最下部 0.156 0.120 0.129 0.124 0.133 0.129 0.136 0.111 0.130 －
平均値 0.160 0.125 0.159 0.132 0.126 0.145 0.157 0.121 0.1408
有意差? － － － － － － － －
♯ 二元分散分析において，有意性が認められた要因に対して，Tukeyの多重比較の結果を示した。同符号間には有意差がないことを示す。
付表14 深さ0.0-5.0cmにおける pH(H?O)。各地点の値は，分析反復⑶の平均値である。
無施用区ａ 堆肥区ａ 消化液区ａ 化肥区ａ 堆肥区ｂ 消化液区ｂ 化肥区ｂ 無施用区ｂ 平均値 有意差?
斜面最上部 6.19 5.89 5.77 5.70 5.78 6.84 5.81 5.89 5.984 －
斜面上部 6.13 6.13 6.05 5.96 5.80 5.96 5.81 5.98 5.978 －
斜面中部 6.07 5.96 6.01 5.71 5.88 5.92 5.47 5.59 5.826 －
斜面下部 6.14 6.17 6.14 5.86 6.00 5.90 5.69 5.88 5.973 －
斜面最下部 5.95 6.12 6.17 5.91 6.21 6.20 5.88 6.20 6.080 －
平均値 6.096 6.054 6.028 5.828 5.934 6.164 5.732 5.908 5.9680
有意差? ab  ab  ab  ab  ab  a  b  ab  ab
♯ 二元分散分析において，有意性が認められた要因に対して，Tukeyの多重比較の結果を示した。同符号間には有意差がないことを示す。
付表15 深さ7.5-12.5cmにおける pH(H?O)。各地点の値は，分析反復⑶の平均値である。
無施用区ａ 堆肥区ａ 消化液区ａ 化肥区ａ 堆肥区ｂ 消化液区ｂ 化肥区ｂ 無施用区ｂ 平均値 有意差?
斜面最上部 6.52 6.04 5.92 5.85 6.02 7.26 6.00 6.13 6.218 －
斜面上部 6.24 6.14 6.34 6.34 6.08 6.16 6.05 6.18 6.191 －
斜面中部 6.24 6.30 6.23 5.99 5.87 6.00 5.81 5.96 6.050 －
斜面下部 6.29 6.16 6.22 6.11 6.12 6.13 5.88 6.05 6.120 －
斜面最下部 6.16 6.25 6.29 6.18 6.25 6.23 6.04 6.22 6.203 －
平均値 6.290 6.178 6.200 6.094 6.068 6.356 5.956 6.108 6.1563
有意差? － － － － － － － －
♯ 二元分散分析において，有意性が認められた要因に対して，Tukeyの多重比較の結果を示した。同符号間には有意差がないことを示す。
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付表16 深さ15-20cmにおける pH(H?O)。各地点の値は，分析反復⑶の平均値である。
無施用区ａ 堆肥区ａ 消化液区ａ 化肥区ａ 堆肥区ｂ 消化液区ｂ 化肥区ｂ 無施用区ｂ 平均値 有意差?
斜面最上部 6.47 5.81 5.92 5.87 5.96 7.25 5.99 6.06 6.166 －
斜面上部 6.26 5.97 6.14 6.13 6.01 6.12 5.98 5.99 6.075 －
斜面中部 6.20 6.21 6.03 6.09 5.90 5.88 5.71 5.92 5.993 －
斜面下部 6.27 6.14 6.12 6.15 6.17 6.05 5.73 5.95 6.073 －
斜面最下部 6.25 6.14 6.22 6.21 6.35 6.22 6.05 6.10 6.193 －
平均値 6.290 6.054 6.086 6.090 6.078 6.304 5.892 6.004 6.0998
有意差? － － － － － － － －
♯ 二元分散分析において，有意性が認められた要因に対して，Tukeyの多重比較の結果を示した。同符号間には有意差がないことを示す。
付表17 深さ0.0-5.0cmにおける pH(KCl)。各地点の値は，分析反復⑶の平均値である。
無施用区ａ 堆肥区ａ 消化液区ａ 化肥区ａ 堆肥区ｂ 消化液区ｂ 化肥区ｂ 無施用区ｂ 平均値 有意差?
斜面最上部 5.07 4.76 4.61 4.54 4.63 5.83 4.60 4.78 4.853 －
斜面上部 4.96 4.95 5.01 4.91 4.71 4.90 4.76 4.85 4.881 －
斜面中部 4.84 4.88 4.84 4.54 4.81 4.60 4.37 4.38 4.658 －
斜面下部 4.94 4.88 4.87 4.68 4.82 4.74 4.47 4.65 4.756 －
斜面最下部 4.79 4.87 4.91 4.76 5.03 4.95 4.60 4.90 4.851 －
平均値 4.920 4.868 4.848 4.686 4.800 5.004 4.560 4.712 4.7998
有意差? － － － － － － － －
♯ 二元分散分析において，有意性が認められた要因に対して，Tukeyの多重比較の結果を示した。同符号間には有意差がないことを示す。
付表18 深さ7.5-12.5cmにおける pH(KCl)。各地点の値は，分析反復⑶の平均値である。
無施用区ａ 堆肥区ａ 消化液区ａ 化肥区ａ 堆肥区ｂ 消化液区ｂ 化肥区ｂ 無施用区ｂ 平均値 有意差?
斜面最上部 5.27 4.80 4.68 4.52 4.69 6.11 4.82 4.91 4.975 －
斜面上部 5.02 4.93 5.10 5.10 4.76 4.83 4.78 4.85 4.921 －
斜面中部 4.93 5.00 4.83 4.67 4.63 4.64 4.53 4.65 4.735 －
斜面下部 4.96 4.85 4.79 4.86 4.79 4.82 4.56 4.76 4.799 －
斜面最下部 4.89 4.89 4.88 4.88 4.96 4.95 4.72 4.91 4.885 －
平均値 5.014 4.894 4.856 4.806 4.766 5.070 4.682 4.816 4.8630
有意差? － － － － － － － －
♯ 二元分散分析において，有意性が認められた要因に対して，Tukeyの多重比較の結果を示した。同符号間には有意差がないことを示す。
付表19 深さ15-20cmにおける pH(KCl)。各地点の値は，分析反復⑶の平均値である。
無施用区ａ 堆肥区ａ 消化液区ａ 化肥区ａ 堆肥区ｂ 消化液区ｂ 化肥区ｂ 無施用区ｂ 平均値 有意差?
斜面最上部 5.22 4.68 4.71 4.58 4.58 6.31 4.75 4.87 4.963 －
斜面上部 5.02 4.79 4.94 4.89 4.65 4.81 4.70 4.65 4.806 －
斜面中部 4.94 4.93 4.71 4.75 4.58 4.57 4.50 4.53 4.689 －
斜面下部 4.98 4.84 4.68 4.88 4.84 4.75 4.40 4.64 4.751 －
斜面最下部 4.99 4.78 4.83 4.88 5.06 4.95 4.76 4.83 4.885 －
平均値 5.030 4.804 4.774 4.796 4.742 5.078 4.622 4.704 4.8188
有意差? － － － － － － － －
♯ 二元分散分析において，有意性が認められた要因に対して，Tukeyの多重比較の結果を示した。同符号間には有意差がないことを示す。
付表20 深さ0.0-5.0cmにおける EC（mS/m）。各地点の値は，分析反復⑶の平均値である。
無施用区ａ 堆肥区ａ 消化液区ａ 化肥区ａ 堆肥区ｂ 消化液区ｂ 化肥区ｂ 無施用区ｂ 平均値 有意差?
斜面最上部 10.29 10.20 9.21 8.12 8.48 11.58 6.49 10.23 9.325 －
斜面上部 9.44 8.29 12.58 10.72 10.55 11.03 10.33 8.88 10.23 －
斜面中部 8.21 11.63 8.86 8.56 9.05 6.30 9.87 7.16 8.705 －
斜面下部 8.76 7.27 7.36 9.21 8.99 9.15 7.95 7.45 8.268 －
斜面最下部 8.93 8.81 8.21 11.27 9.64 8.52 7.26 6.40 8.630 －
平均値 9.126 9.240 9.244 9.576 9.342 9.316 8.380 8.024 9.0310




無施用区ａ 堆肥区ａ 消化液区ａ 化肥区ａ 堆肥区ｂ 消化液区ｂ 化肥区ｂ 無施用区ｂ 平均値 有意差?
斜面最上部 7.54 7.57 7.88 5.86 5.61 8.83 7.90 6.81 7.250 －
斜面上部 7.72 8.15 7.30 6.44 6.21 5.56 6.85 5.89 6.765 －
斜面中部 6.44 6.03 5.07 6.20 7.36 5.69 6.11 6.03 6.116 －
斜面下部 6.15 7.10 5.22 8.27 6.31 6.15 6.20 6.30 6.463 －
斜面最下部 6.75 6.39 5.52 7.52 7.37 7.10 6.55 6.33 6.691 －
平均値 6.920 7.048 6.198 6.858 6.572 6.666 6.722 6.272 6.6570
有意差? － － － － － － － －
♯ 二元分散分析において，有意性が認められた要因に対して，Tukeyの多重比較の結果を示した。同符号間には有意差がないことを示す。
付表22 深さ15-20cmにおける EC（mS/m）。各地点の値は，分析反復⑶の平均値である。
無施用区ａ 堆肥区ａ 消化液区ａ 化肥区ａ 堆肥区ｂ 消化液区ｂ 化肥区ｂ 無施用区ｂ 平均値 有意差?
斜面最上部 7.35 9.99 7.81 5.98 4.93 11.70 6.82 7.28 7.733 －
斜面上部 7.41 8.38 8.27 6.97 5.52 5.75 6.53 5.50 6.791 －
斜面中部 7.26 7.12 6.89 6.03 5.79 5.65 7.31 5.39 6.430 －
斜面下部 6.80 7.14 4.75 7.92 6.47 6.25 5.77 6.08 6.398 －
斜面最下部 6.99 6.29 5.64 7.28 7.33 7.04 6.58 6.82 6.746 －
平均値 7.162 7.784 6.672 6.836 6.008 7.278 6.602 6.214 6.8195
有意差? － － － － － － － －
♯ 二元分散分析において，有意性が認められた要因に対して，Tukeyの多重比較の結果を示した。同符号間には有意差がないことを示す。
付表23 深さ0.0-5.0cmにおける強熱減量（％）。各地点の値は，分析反復⑶の平均値である。
無施用区ａ 堆肥区ａ 消化液区ａ 化肥区ａ 堆肥区ｂ 消化液区ｂ 化肥区ｂ 無施用区ｂ 平均値 有意差?
斜面最上部 10.5 10.5 9.8 9.7 9.6 9.3 10.1 10.0 9.94 －
斜面上部 10.3 10.6 11.2 9.8 10.0 10.5 10.4 9.6 10.3 －
斜面中部 10.1 11.8 10.4 9.4 9.8 9.8 10.3 10.2 10.2 －
斜面下部 10.5 10.0 9.4 9.5 10.7 10.7 9.6 10.8 10.2 －
斜面最下部 11.6 7.6 10.8 10.4 11.8 12.2 10.7 10.6 10.7 －
平均値 10.6 10.1 10.3 9.8 10.4 10.5 10.2 10.2 10.27
有意差? － － － － － － － －
♯ 二元分散分析において，有意性が認められた要因に対して，Tukeyの多重比較の結果を示した。同符号間には有意差がないことを示す。
付表24 深さ7.5-12.5cmにおける強熱減量（％）。各地点の値は，分析反復⑶の平均値である。
無施用区ａ 堆肥区ａ 消化液区ａ 化肥区ａ 堆肥区ｂ 消化液区ｂ 化肥区ｂ 無施用区ｂ 平均値 有意差?
斜面最上部 9.1 10.0 9.4 8.9 8.7 9.0 9.8 9.4 9.29 ｂ
斜面上部 9.6 9.9 9.2 8.9 8.8 9.5 9.6 9.4 9.36 ｂ
斜面中部 9.2 10.1 9.0 8.7 9.0 9.4 9.7 9.8 9.36 ｂ
斜面下部 9.7 9.1 8.4 8.9 9.7 10.0 9.5 9.9 9.40 ｂ
斜面最下部 11.0 9.3 9.2 9.3 10.3 11.8 10.5 10.2 10.2 ａ
平均値 9.72 9.68 9.04 8.94 9.30 9.94 9.82 9.74 9.523
有意差? a  a  a  a  a  a  a  a
♯ 二元分散分析において，有意性が認められた要因に対して，Tukeyの多重比較の結果を示した。同符号間には有意差がないことを示す。
付表25 深さ15-20cmにおける強熱減量（％）。各地点の値は，分析反復⑶の平均値である。
無施用区ａ 堆肥区ａ 消化液区ａ 化肥区ａ 堆肥区ｂ 消化液区ｂ 化肥区ｂ 無施用区ｂ 平均値 有意差?
斜面最上部 9.2 9.8 8.9 8.9 8.4 9.0 9.9 9.2 9.16 ｂ
斜面上部 9.6 9.5 9.1 9.1 8.4 9.1 9.9 9.6 9.29 ab
斜面中部 9.5 9.9 8.1 8.9 9.2 9.7 10.2 9.6 9.39 ab
斜面下部 9.6 9.0 8.5 8.8 9.8 10.4 9.6 9.9 9.45 ab
斜面最下部 10.8 9.2 8.6 8.7 10.2 11.4 10.7 10.6 10.0 ａ
平均値 9.74 9.48 8.64 8.88 9.20 9.92 10.1 9.78 9.463
有意差? ab  abc  c  bc  abc  ab  a  ab
♯ 二元分散分析において，有意性が認められた要因に対して，Tukeyの多重比較の結果を示した。同符号間には有意差がないことを示す。
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The spatial distributions of physicochemical properties of a grassland soil were measured to obtain a basic
 
understanding of the effects caused by long-term, repeated applications of anaerobically digested cattle
 
slurry, farmyard manure, and chemical fertilizer. The grassland site is located at Rakuno Gakuen
 
University,and was established one year before the measurements began. After one year of applications,
some soil physicochemical properties showed spatial variability. However,only the spatial variability of
 
pH(H?O) of the topsoil (0-5cm) was considered to be affected by the applied materials. The spatial
 
variability of other properties was considered to be due to the natural soil variation,topography and other
 
factors,including the management before grassland establishment.
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